
 

 

 

  

  

  

 

明けましておめでとうございます        園長 笛木 哲 
とねがわ幼稚園を信頼し、支えてくださる保護者の皆様のおかげで、無事に新しい

年を迎えることができました。時代が大きく動いています。教育のあり方もかつてな

く変化している中で、とねがわ幼稚園は、『安心』『優しさ』『がんばる力』…、そんな

目に見えないもの、数字では表せないものを大切に子ども達を未来に繋いでいます。

今年もまた、目の前の課題に一つひとつ着実に取り組んでまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ごめんね」「いいよ」 －許し－   

シンガーソングライター・さだまさしに「償い」という曲があります。実話を元に作

られたそうです。歌詞から；ゆうちゃんは前にたった一度だけ、哀しい過ちを犯してしまった。

配達帰りの雨の夜、横断歩道の人影にブレーキが間に合わなかった彼はその日、とても疲れ

ていた。「人殺し、あんたを許さない」と彼をののしった被害者の奥さんの涙の足元で、彼はひ

たすら大声で泣きながら頭を床にこすりつけた。それから彼は人が変わった。何もかも忘れて

働いて、償いきれるはずもないが、せめてもと毎月、郵便局から奥さんに仕送りしている。今

日、ゆうちゃんは、奥さんから初めて届いた手紙を抱きしめ、僕の部屋へしゃくり上げながら走

り込んできた。事件から七年目に届いた手紙には、「ありがとう。あなたの優しい気持ちはとて

もよくわかりました。だからどうぞ送金はやめてください。あなたの文字を見る度に主人を思い

出して辛いのです。あなたの気持ちは分かるけれど、それよりどうか、もうあなたご自身の人

生をもとに戻してあげてください」とあった。ゆうちゃんにとって、手紙の中身はどうでもよかっ

た。それよりも償いきれるはずもない奥さんから返事が来たのがありがたかった…。 僕は

「神様」って思わず叫んだ。来月も郵便局へ通うはずの優しい人を許してくれてありがとう。人

間って哀しい。だってみんな優しい。それが傷つけ合ってかばい合って、なんだかもらい泣き

の涙がとまらなくて…。（歌詞から抽出）  実話では、被害者の許しの手紙を受け取った加害

者は、自分の起こした罪を償い続けるために翌月以降も送金を続けたそうです。 
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小説家の山本周五郎は『ちくしょう谷』に、「許すということは難しいが、もし許す

となったら限度はない。ここまでは許すが、ここから先は許せないということがあれば、

それは初めから許していないのだ」と書いています。 

家族や家を失った被爆者である美甘(みかも)進示さんは、ＮＹの国連本部にあった父の

形見の懐中時計を盗まれますが、「自分よりも必要としている人がいたのかもしれない」

と悔やみませんでした。「恨みからは何も始まらない。何かを失うときは何かを得ると

きじゃけえ」と「許す心」の大切さを語っています。（12/4朝日新聞） 

幼稚園の子は、トラブルがあると「ごめんなさい」と謝ります。拳固をもらって傷つ

いた子も、言われたくない言葉で心を痛めた子も、相手の言葉を受けて「いいよ」と許

します。そして次の瞬間、何事もなかったかのように一緒に駆けだして行きます。人を

許すのはとても難しいことです。しかしその先には、豊かで尊厳な人間関係が広がって

います。許された子も許した子も、心を軽くして未来への明るい希望だけが心にあるの

でしょう。笑顔がまぶしく輝いています。子ども達から学ぶことはたくさんあります。 
 

新しいお友だち 

１月９日からちゅうりっぷ組に片野空（そら）さんが仲間入りをしまし

た。どうぞよろしくお願いします。 
 

お知らせ 

○来年度から、園便りを含め幼稚園から発出する文書は全て『コミュなび』で配信（ペ

ーパーレス化）します。今回、皆様からいただいた「保護者アンケート（集計結果、

ご意見）」についても『コミュなび』でお届けします。紙での配付はありません。ホー

ムページ上で一定期間掲載いたします。 
 

はかりしれない子どもの未来 

「進むべき未来はこっちだ、という人がいる。でも、きっと未来に方向なんてない。それはまっ

さらな地図のようなもの。どっちに向かってもいいはずだ。ひとりひとりが進んだ方向に、それ

ぞれの道とそれぞれの世界ができていく。だから、全方位で考えよう。やれることは全部やろ

う。可能性はたくさんあるほうが、おもしろいから。さあ、みんなでつくろう。あなたが進む方向

が未来だ。」（トヨタイムズ）と正月の新聞折り込みにありました。これを車社会が進む

べき方向としてではなく、子育てに置き換えてみたらどうでしょう。 

 子どもの中には、「自分はこうありたい」と言うこと（可能性）よりも、周囲（親御さ

ん）の思いや願いが優先され、「こうあるべきだ」と育てられていることはないでしょ

うか。さらに小学生や中学生になると、成績や能力だけで、自分自身の価値を

測られてしまうことさえあります。どんなに大きな真っ白な地図をもってい

ても、強制的に未来を決められてしまったら、それは人類にとっての大きな

損失です。たとえ今は、何もできないように見える存在であったとしても、

「あなたの未来（思い）は大切にされるべき存在なんだよ」と伝えてあげ

たい。 


